
発
行
／
益
田
市
政
策
企
画
局
秘
書
広
報
課
（
☎
31-0112）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

asuda.lg.jp/
E
-m
ailア

ド
レ
ス
　
hisyo@

city.m
asuda.lg.jp

平
成

28
年

N
o.883

2
0

1
6
年

月
号

1

新
年

の
ご

挨
拶

　
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

２
地

域
医

療
シ

リ
ー

ズ
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
６

市
長

室
か

ら
こ

ん
に

ち
は

・
中

世
益

田
講

座
 …

…
８

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
　

…
…

…
…

…
…

…
…

10
わ

が
ま

ち
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
　

…
…

…
…

…
…

…
14

1
月

カ
レ

ン
ダ

ー
 …

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

16
く

ら
し

の
情

報
　

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
18

健
康

＆
子

育
て

だ
よ

り
　

…
…

…
…

…
…

…
…

24
国

民
年

金
だ

よ
り

　
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
26

リ
サ

イ
ク

ル
プ

ラ
ザ

・
図

書
館

だ
よ

り
 …

…
…

27
施

設
情

報
  

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
30

プ
ラ

サ
D

E
ま

す
だ

ん
  …

…
…

…
…

…
…

…
32

目
 次
　
    contents



広報ますだ　平成 28　2016 年　1 月号  2

市
民
の
皆
様
に
は
平
成
28
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か

ら
市
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
益
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
益
田
市
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
前

年
に
策
定
し
た
益
田
市
人
口
拡
大
計
画
を
ベ
ー
ス
と

し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
﹁
ひ
と
づ
く
り
﹂
と
﹁
し
ご

と
づ
く
り
﹂
の
視
点
を
加
え
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
く
な
ど
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
5
年
間
の
総
合
的
な

人
口
減
少
対
策
と
な
る
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
産

業
連
携
の
促
進
、
道
の
駅
整
備
、
多
子
世
帯
へ
の
保

育
料
の
更
な
る
軽
減
、
学
校
を
社
会
教
育
の
拠
点
と

位
置
付
け
る
教
育
と
子
育
て
の
安
心
地
域
づ
く
り
な

ど
に
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
市
長

で
構
成
す
る
総
合
教
育
会
議
を
新
た
に
設
置
・
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
教
育
に
つ
い
て
の
大
き
な

方
針
や
施
策
の
目
標
を
指
し
示
す
益
田
市
教
育
に
関

す
る
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
益
田
で
学
び
育
つ
子

ど
も
た
ち
を
清
流
高
津
川
の
ア
ユ
に
た
と
え
、
将
来

自
信
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と
を
語
り
、
益
田
で
活
躍
で

き
る
よ
う
な
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、﹁
ひ

と
が
育
つ
ま
ち
益
田
﹂
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
雪
舟
ゆ
か
り
の
自
治
体
の
市
長
が
一

堂
に
会
す
る
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
、
島
根
県
消
防
大
会
・

消
防
操
法
大
会
、
島
根
県
と
の
共
催
に
よ
る
総
合
防

災
訓
練
を
当
市
で
開
催
し
、
文
化
的
な
顕
彰
と
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ

い
て
は
、
山
陰
道
益
田
～
萩
間
に
お
い
て
優
先
整
備

区
間
が
選
定
さ
れ
、
三
隅
益
田
道
路
の
工
事
が
始
ま

る
な
ど
道
路
整
備
が
大
き
く
進
ん
だ
ほ
か
、
2
年
目

と
な
っ
た
萩
・
石
見
空
港
東
京
線
の
2
便
運
航
に
つ

い
て
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
好
調
な
実
績

を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
継
続
に
つ
な

が
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
の
面
で
は
、
新
病

院
建
設
が
着
々
と
進
ん
だ
益
田

赤
十
字
病
院
に
お
い
て
里
帰
り

出
産
が
6
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た

ほ
か
、
益
田
市
医
師
会
で
は
在
宅
医
療

介
護
連
携
・
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
松
个
丘
病

院
が
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
具
体
的
な
進
展
と
充
実
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
幕
末
に
益
田
の
地
で
火
ぶ
た
が
切
ら
れ

た
石
州
口
の
戦
い
の
1
5
0
周
年
に
あ
た
り
、
2

年
後
に
明
治
維
新
1
5
0
周
年
を
控
え
ま
す
。
市

内
に
数
多
く
あ
る
歴
史
的
な
資
産
を
活
用
し
、
益
田

市
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
結
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
施
策
を
着
実
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
施
策
に
共
通
す
る
課
題
で

あ
る
﹁
ひ
と
づ
く
り
﹂
を
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
体
系
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
益
田
市
創
生

の
扉
を
大
き
く
開
い
て
い
く
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

2
便
運
航
に
つ

い
て
も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
好
調
な
実
績

を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
継
続
に
つ
な

ほ
か
、
益
田
市
医
師
会
で
は
在
宅
医
療

介
護
連
携
・
研
修
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
松
个
丘
病

院
が
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
る
な

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

益田市長
山本　浩章

あいさつ～

申し上げます

市　

長　

山　

本　

浩　

章

　

ほ
か　

職　

員　

一　

同

議　

長　

佐
々
木　

惠　

二

副
議
長　

久　

城　

恵　

治

議　

員　

高　

橋　

伴　

典

　

同　
　

中　

島　

賢　

治

　

同　
　

石　

川　

忠　

司

　

同　
　

大　

賀　

満　

成

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

謹
ん
で

　
新
春
の
ご
祝
詞
を

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
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市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
28
年
の

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
9
月
に
、
市
議
会
議
長
に
就
任
以
来
、
議
会

運
営
に
議
員
一
同
協
力
し
、
市
政
の
発
展
の
た
め
鋭

意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

益
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
昨
年
8
月
に
行
わ

れ
、
定
数
を
26
名
か
ら
22
名
へ
と
削
減
し
、
出
発
い

た
し
ま
し
た
。
7
3
3
平
方
キ
ロ
の
広
大
な
益
田
市

の
発
展
の
た
め
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
役
割
が
増
し
、

取
組
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
投
票
率
が
69
・
1
％
と
過
去

最
低
と
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
の
政
治
に
対

す
る
関
心
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
持

ち
、
更
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
様
努
力
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
、
現
在
様
々
な
検
討
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
夏
か
ら
選
挙
権
が
18
歳
以
上
へ
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
人
に
議
会
の
し
く
み
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
11
月
に
中
学
生
に
模
擬
議

会
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
政
治
や

議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
を
行
い
、

市
民
の
皆
様
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。

昨
年
は
、
国
の
重
要
政
策
と
し
て
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
﹂
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地

方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
誰
も
が
活
躍
出

来
る
﹁
一
億
総
活
躍
社
会
﹂
を
目
指
す
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
益
田
市
も
昨
年
10
月
に
、﹁
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
益
田
市
総
合
戦
略
﹂
を
策
定
し
、
施
策

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
我
々
議
会
も
、
総
合
戦
略
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
政
策
の
検
証
を
す
る
と

と
も
に
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

一
方
、
山
陰
自
動
車
道
益
田
・
三
隅
間
に
つ
い
て

は
、﹁
つ
な
げ
よ
う
山
陰
道
﹂
の
掛
け
声
の
も
と
、

昨
年
11
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
県
内
の
他
の
区
間

と
併
せ
山
陰
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
向
け
、
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
一
日
も
早
い
完
成
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
は
、
新
益
田
赤
十
字
病
院
の
オ
ー
プ
ン
に
よ

り
、
一
層
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療

体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
竣
工
予
定
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
と
、

食
育
、
地
産
地
消
の
役
割
を
持
つ
新
調
理
場
の
開
設

に
大
き
く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

政
策
立
案
機
能
と
執
行
管
理
と
い

う
責
任
を
果
た
す
た
め
、
議
員
全

員
一
丸
と
な
り
、﹁
明
る
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
益
田
市
﹂

の
実
現
に
向
け
精
一
杯
取
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

り
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供
と
、

食
育
、
地
産
地
消
の
役
割
を
持
つ
新
調
理
場
の
開
設

の
実
現
に
向
け
精
一
杯
取
組
ん
で
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

益田市議会議長
佐々木　惠二

初春のお慶びを
～新年のご

　

同　
　

三　

浦　
　
　

智

　

同　
　

和　

田　

昌　

展

　

同　
　

梅　

谷　

憲　

二

　

同　
　

亦　

賀　

統　

佳

　

同　
　

河　

野　

利　

文

　

同　
　

安　

達　

美
津
子

　

同　
　

中　

島　
　
　

守

　

同　
　

松　

原　

義　

生

　

同　
　

永　

見　

お
し
え

　

同　
　

弘　

中　

英　

樹

　

同　
　

林　
　
　

卓　

雄

　

同　
　

大
久
保　

五　

郎

　

同　
　

福　

原　

宗　

男

　

同　
　

野　

村　

良　

二

　

同　
　

寺　

井　

良　

徳

　

同　
　

久　

保　

正　

典



平成27年
益田市のできごと
平成27年
益田市のできごと
平成 27 年は、皆さんにとってどんな年だったでしょうか。

いろいろな事があったこの 1 年を振り返ります。
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1 月3 月6 月 4 月 2 月5 月

2

1

22

4

3

6

「木の駅ひきみ
森の宝山直市場

」開所

　　　　中西
小学校内田分

校閉校式

益田市きっと 5 万人大会議開催

匹見発電所 澄川発電所 豊川発電所

中国電力株式会社豊川・澄川・匹見発電所が国登録有形文化財（建造物）に登録

「NHK のど
自慢」がグラ

ントワで公開
生放送

・
成
人
式
（
2
日
）

・
消
防
出
初
式
（
11
日
）

・
第
3
回
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
8
日
）

・
周
産
期
医
療
講
演
会
開
催
（
28
日
）

・
第
2
回
人
口
拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
21
日
）

・
中
国
電
力
女
子
卓
球
部
に
よ
る
卓
球
講
習
会
（
21
日
〜
22
日
）

・
中
西
小
学
校
内
田
分
校
閉
校
式
（
22
日
）
…
…
1

・
故
大
谷
武
嘉
氏
に
益
田
市
名
誉
市
民
称
号
を
贈
呈
（
25
日
）

・
中
国
電
力
株
式
会
社
豊
川
・
澄
川
・
匹
見
発
電
所
が
国
登
録
有
形
文

化
財（
建
造
物
）に
登
録
（
26
日
）…
…
2

・
益
田
市
顧
問
退
任
（
31
日
）

・
萩
・
石
見
空
港 ⇔

 

萩
市
（
大
河
ド
ラ
マ
館
）
直
行
バ
ス
運
行

　
（
3
日
〜
平
成
28
年
1
月
10
日
）

・
川
本
閑
子
さ
ん
が
愛
育
班
活
動
功
労
者
表
彰
会
長
表
彰
を
受
賞

　
（
15
日
）

・
益
田
市
立
図
書
館
が
平
成
27
年
子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
図
書
館
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
（
23
日
）

・
高
津
地
区
が
「
交
通
安
全
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
（
30
日
）

・
益
田
市
防
災
会
議
開
催
（
22
日
）

・
石
見
神
楽
中
米
公
演
（
24
日
〜
6
月
5
日
）

・
益
田
市
「
教
育
に
関
す
る
大
綱
」
策
定
（
1
日
）

・
益
田
市
き
っ
と
5
万
人
大
会
議
開
催
（
14
日
）…
…
3

・
二
条
地
区
に
地
域
自
治
組
織
認
定
通
知
書
を
交
付
（
17
日
）

・「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
公
開
生
放
送（
21
日
）…
4

・
萩
・
石
見
空
港
に
し
ま
ね
っ
こ
の
「
空
の
別
荘
」
が
完
成
（
21
日
）

・
益
田
市
消
防
操
法
大
会
開
催
（
21
日
）
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9 月11 月 8 月10 月

※
写
真
順
不
同

12 月 7 月

5

7

108

全日本少年軟式野球
大会で益田東中学校

野球部が3位入賞

第15回 雪舟サミット開催

益田市議会議員一般選挙執行
第8回 萩・石見

空港マラソン全
国大会開催

益田プレミアム付商品券発売

・ 

「
土
佐
本
田
植
哥
草
紙
」・「
紙
本
墨
画 

達
磨
図 

雲
谷
等
屋
筆
」
が

益
田
市
指
定
文
化
財
に
指
定
（
23
日
）

・
益
田
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
売
（
1
日
）…
…
5

・
益
田
市
多
子
世
帯
応
援
商
品
券
無
料
交
付
（
1
日
）

・ 「
木
の
駅
ひ
き
み
森
の
宝
山
直
市
場
」
開
所
（
1
日
）…
…
6

・
J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」
開
催

　
（
15
日
〜
16
日
）

・
大
阪
便
季
節
運
行
開
始
（
17
日
）

・
水
門
等
操
作
員
4
名
・
河
川
愛
護
団
体
2
団
体
が
国
土
交
通
功
労

者
中
国
地
方
整
備
局
長
表
彰
を
受
賞
（
23
日
）

・
中
国
四
国
農
政
局
中
国
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
益
田
支
所
が

開
所
（
27
日
）

・
鮎
め
し
弁
当
発
売
（
6
日
）

・
第
67
回
島
根
県
消
防
大
会
開
催
（
8
日
）

・
第
32
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
で
益
田
東
中
学
校
野
球
部
が

3
位
入
賞
（
10
〜
13
日
）…
…
7

・
益
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
執
行
（
30
日
）…
…
8

・
県
道
益
田
澄
川
線
笹
波
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式
（
4
日
）

・
父
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催
（
5
日
）

・
第
15
回
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
3
日
）…
…
9

・
第
8
回
萩
・
石
見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
開
催
（
18
日
）…
10

・
市
政
功
労
者
表
彰
式
典
開
催
（
3
日
）

・
島
根
県
総
合
防
災
訓
練
開
催
（
8
日
）

・
山
陰
道
「
三
隅
・
益
田
道
路
」
起
工
式
（
21
日
）

・
模
擬
議
会
〔
こ
ど
も
議
会
〕
開
催
（
25
日
）

・「
消
防
団
員
募
集
」
広
告
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行
開
始
（
1
日
）
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市地域医療対策室　☎ 31-0213

　　　　
Ｑ1． 現在の職業を目指すきっかけは？

お口の健康を通して、患者さんに向き合えるような歯科医師になりたいと思った
からです。

Ｑ2． この仕事のやりがいについて
むし歯や入れ歯の治療から、手術・がん治療まで広く深く患者さんと接するこ
とができます。

Ｑ3． 益田で生活することについて、または仕事以外での楽しみは？
まちも人もあたたかくて、自然豊かで住みやすく、大好きです。

Ｑ4． 最後に伝えたいことをひとこと
益田圏域唯一の口腔外科として、地域医療に貢献できたらと思います。

★このコーナーでは市内 3 病院（益田赤十字病院、医師会病院、松ヶ丘病院）の医療従事者を紹介します。

市内3病院の従事者紹介コーナー vol.10

益田赤十字病院

大
お お く ま

熊 里
さ と え

依 さん

（職種：歯科医師）

『先輩から後輩に伝え、学ぶ授業』  IN  高津中学校

　　 あ益田市出身の医師が母校の中学校を訪問し、後輩たちへ経験を伝える『先輩から後輩
に伝え、学ぶ授業』を平成 27 年 11 月 13 日に高津中学校で開催しました。平成 23 年
度から毎年実施しており、5 回目となった今回は横浜市立大学麻酔科学特任教授の野村
岳志先生を先輩としてお招きして、「高津中から始まった駅伝人生」～麻酔科医師にむい
ている益田人～と題した授業を、高津中全校生徒と高津小 6 年生（地域の方々、教員含
め約 370 名）に対して行いました。

　 あ野村先生は高津小学校、高津中学校を経て益田高校から広島大学医学部に進学し、医
師国家試験に合格されました。その後、麻酔科医として
全国各地で活躍され、現在は横浜市立大学麻酔科学特任
教授として、医学生の教育に尽力されています。
　野村先生の子どもの頃になりたかった夢は、タクシー
運転手に始まり、電車の運転手、パイロット、宇宙技術
者と色々と変わっていったそうです。しかし、新たな興
味が湧いてきたりして状況が変化してきても、いつも社
会に貢献する夢は持ち続けていたそうです。
　野村先生は、夢はずっと１つのことを持ち続けるのもいいし、色々と変えてもいい、夢の大きさも変えてもいいので、
いつも夢は持ち続けてほしいと話されました。
　そして、野村先生の専門である麻酔科医の特徴として、新しいもの好きで、積極的に意見を言うところは、益田人の特

徴にも当てはまる点があるので、「益田人は麻酔科医に向
いている」との持論を述べられ、ユーモアを交えた授業で
生徒たちは先輩をより身近に感じたと思います。
　最後に野村先生からのメッセージとして、「今は亡く
なった両親に、元気な身体に産み育ててくれたことを感謝
している。皆さんも家族に感謝することを忘れないでほし
い。」と話され、後輩たちは真剣な様子で聞いていました。
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☆☆☆☆　医療法人正光会　松ヶ丘病院からのお知らせ　☆☆☆☆

平成 27 年 10 月 1 日、松ヶ丘病院に認知症疾患医療センターが設置されました。ぜひご活用ください。

認知症疾患医療センターのご案内

診療は月～金の午前中です。　☎22-8512

認知症疾患医療センター　センター長　坪内健（松ヶ丘病院 院長）

問い合わせ先：認知症疾患医療センター　☎ 22-8512

◎認知症疾患医療センターとは

　認知症患者の増加への対策として国が整備している機関です。

◎市民の皆さんへ

①もの忘れが気になるとき

当センターで初期検査を行います。早めにかかりつけの先生に
ご相談ください。
さらに詳しい検査が必要な場合は、当センターから益田赤十字
病院にご紹介します。
かかりつけの先生がいない場合は直接来院してください。

②ご家族のご相談
当センターはご家族のご相談も承ります。

③成熟社会に向けて
高齢化は社会の成熟化ともいえます。年をとってもいきいきと暮らせる成熟した地域を目指して、
当センターは市民の皆さんとともに歩んでいきたいと考えています。

◎認知症疾患医療センターの役割

①認知症の初期診断
かかりつけの先生からの紹介で、検査・診断を行い、結果を
報告します。

②ＢＰＳＤ治療
眠れない、怒りやすい、やる気が出ないなどの認知症に伴う
症状の治療をします。

③ネットワーク作り
医療、介護、福祉、行政など認知症に関する機関と連携し、
ネットワーク作りをします。

◎認知症疾患医療センターとは

◎認知症疾患医療センターの役割

①認知症の初期診断

◎市民の皆さんへ
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弘こ
う
じ治
元
︵
一
五
五
五
︶
年
の
厳い
つ
く
し
ま島
の

合
戦
で
益
田
氏
の
有
力
な
同
盟
相
手
で

あ
っ
た
陶す
え

晴は
る

賢か
た

が
戦
死
し
、
毛も
う
り
も
と
な
り

利
元
就

は
大
内
氏
の
本
国
で
あ
る
周す
お
う防
・
長な
が
と門

︵
山
口
県
︶
に
も
侵
攻
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
益
田
氏
は
毛
利
氏
・
吉よ
し
み見
氏
と

の
緊
張
関
係
の
中
で
、
孤
立
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
益
田
藤ふ
じ
か
ね兼
は
毛
利
氏
と

の
関
係
改
善
を
は
か
り
ま
す
。
大
内
氏

が
滅
亡
す
る
以
前
の
弘
治
三
年
三
月
、

益
田
氏
は
ま
ず
、
元
就
の
二
男
吉き
っ
か
わ川

元も
と
は
る春
と
の
和わ
ぼ
く睦
︵
講
和
︶
に
成
功
し
ま

す
。
こ
の
と
き
、
元
春
は
出い
ず
も雲
︵
島
根

県
東
部
︶
の
尼あ
ま
ご子
氏
に
備
え
る
た
め
石

見
に
出
陣
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
川
氏
は
、
安あ
き
の
く
に

芸
国
山や
ま
が
た
ぐ
ん

県
郡
大お
お
あ
さ朝

本ほ
ん
じ
ょ
う
荘
︵
広
島
県
北
広
島
町
︶
を
本
拠
と

し
、
石
見
に
も
一
族
が
進
出
す
る
な
ど
、

芸
北
地
方
を
中
心
に
大
き
な
勢
力
を
誇

り
ま
し
た
。

　

元
就
は
妻
を
吉
川
氏
か
ら
迎
え
る
な

ど
、
毛
利
氏
と
吉
川
氏
は
緊
密
な
関
係

に
あ
り
ま
し
た
。
天て
ん
ぶ
ん文
十
六
︵
一
五
四

七
︶
年
に
、
親
尼
子
氏
の
姿
勢
を
と
る

吉
川
氏
当
主
興お
き
つ
ね経
に
家
臣
ら
が
反
発
し

て
内
紛
が
起
こ
る
と
、
元
就
は
興
経
を

隠
居
さ
せ
、
元
春
を
養
子
に
送
り
込
ん

で
吉
川
氏
当
主
に
据
え
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

以
後
、
元
春
は
竹た
け
は
ら原
・
沼ぬ
た田
の
両

小こ
ば
や
か
わ

早
川
氏
を
相
続
し
た
元
就
の
三
男

隆た
か
か
げ景
と
と
も
に
毛
利
氏
を
支
え
ま
し
た
。

　

益
田
氏
領
と
吉
川
氏
領
は
近
く
、
も

と
も
と
両
氏
は
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
益

田
氏
は
ま
ず
吉
川
氏
と
和
睦
で
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
益
田
氏
は
吉
川
氏
を

介
し
て
毛
利
氏
と
の
関
係
を
改
善
し
た

た
め
、
益
田
氏
が
毛
利
氏
と
連
絡
を
と

る
際
の
窓
口
は
吉
川
氏
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
藤
兼
の
子

元も
と
よ
し祥
は
元
春
の
娘
と
結
婚
し
、
元
春
の

長
男
元も
と
な
が長
は
元
祥
を
実
の
兄
弟
の
よ
う

に
信
頼
し
て
い
ま
し
た
。

　

天て
ん
し
ょ
う正
十
四
︵
一
五
八
六
︶
年
に
元
春

が
、
翌
十
五
年
に
元
長
が
相
次
い
で
亡

く
な
り
、
吉
川
氏
は
大
き
な
危
機
を
迎

え
ま
す
。
元
祥
は
元
春
の
三
男
経つ
ね
の
ぶ言︵
の

ち
広ひ
ろ
い
え家
︶
の
相
続
を
支
持
し
、
そ
の
存

続
を
支
え
ま
し
た
。

　

吉
川
氏
と
の
緊
密
な
関
係
は
、
益
田

氏
が
毛
利
氏
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占

め
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

vol. 41

　

益
田
市
の
花
が
ス
イ
セ
ン
と
定
め
ら
れ

た
の
は
、
先
の
合
併
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年

後
の
平
成
17
年
11
月
１
日
の
こ
と
で
、
以

来
ほ
ぼ
10
年
で
す
。
ス
イ
セ
ン
と
い
う
呼

び
名
は
漢
語
の
﹁
水
仙
﹂
か
ら
そ
の
ま
ま

来
て
お
り
、
水
辺
に
た
た
ず
む
仙
人
の
よ

う
な
気
品
あ
る
咲
き
姿
や
芳
し
い
香
り
に

由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ス
イ
セ
ン
の
学
名
︵
世
界
共
通

の
学
問
上
の
名
称
︶
は
ナ
ル
キ
ッ
ス
ス

︵
英
語
で
は
ナ
ル
シ
サ
ス
︶
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
出
て
く
る
美

少
年
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
の
故
事
に
基
づ
く
も

の
で
す
。

　

物
語
に
は
ま
ず
エ
ー
コ
ー
と
い
う
妖
精

が
登
場
し
ま
す
。
彼
女
は
以
前
に
と
あ
る

い
き
さ
つ
か
ら
、
相
手
の
言
葉
を
オ
ウ
ム

返
し
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
自
分
か
ら

声
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い

う
罰
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ナ
ル
キ
ッ
ソ

ス
を
一
目
見
た
彼
女
は
熱
烈
な
恋
に
落
ち

ま
す
が
、
悲
し
い
か
な
想
い
を
伝
え
る
す

べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
も
と
も
と

ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
は
他
者
の
感
情
に
冷
淡
な

性
格
で
し
た
。
絶
望
し
た
エ
ー
コ
ー
は
や

せ
衰
え
、
や
が
て
声
だ
け
を
残
し
て
肉
体

は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
だ
ま
や
反

響
を
意
味
す
る
﹁
エ
コ
ー
﹂
は
こ
の
哀
れ

な
妖
精
の
名
が
語
源
で
す
。

　

そ
の
後
も
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
は
言
い
寄
っ

て
く
る
女
性
を
こ
と
ご
と
く
袖
に
し
ま

す
。
あ
き
れ
果
て
た
復
讐
の
女
神
ネ
メ
シ

ス
は
彼
を
終
生
実
ら
ぬ
恋
に
陥
れ
る
こ
と

に
し
ま
す
。
あ
る
日
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
が
泉

の
水
を
手
で
す
く
お
う
と
し
た
と
き
、
水

の
中
に
息
を
飲
む
よ
う
な
美
貌
を
発
見

し
、
釘
づ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

水
面
に
映
っ
た
自
分
自
身
に
恋
い
焦
が
れ

た
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
は
つ
い
に
う
つ
む
き
加

減
に
咲
く
一
輪
の
ス
イ
セ
ン
と
化
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

ス
イ
セ
ン
の
花
言
葉
が
﹁
う
ぬ
ぼ
れ
﹂
や

﹁
自
己
愛
﹂
な
の
も
、
ナ
ル
シ
ス
ト
︵
元
来

は
ナ
ル
シ
シ
ス
ト
︶
と
い
う
用
語
が
あ
る

の
も
こ
の
た
め
で
す
。
私
と
し
て
は
、
あ

ま
り
美
男
子
で
な
く
て
よ
か
っ
た
の
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
﹁
雪
中
花
﹂
の
別
名
も
持
つ
ス
イ
セ
ン

が
、
高
島
と
唐
音
の
蛇
岩
を
背
に
真
冬
の

海
岸
一
面
に
咲
く
光
景
を
心
ゆ
く
ま
で

満
喫
で
き
る
の
が
、
水
仙
の
里
か
ま
て

ウ
ォ
ー
ク
で
す
。
益
田
の
新
年
を
飾
る
、

鎌
手
地
区
な
ら
で
は
の
催
し
で
す
。

中世益田講座　益田氏をとりまく大名・領主編（全 12回）

第十回　吉川氏 【問い合わせ先】 市文化財課　☎ 31-0623

藤
兼

益
田

吉
川

吉
川

毛
利

毛
利

宍
戸
隆
家
妻

小
早
川

吉
川

吉
川

毛
利

吉
川

益
田

吉
川

吉
川

仁
保

元
春

隆
景

元
春

隆
元

輝
元

女

興
経

元
経 女 元

就

国
経

元
祥 女 広

家
元
棟

元
長

【関係系図】　
  凡例：―親子・兄弟姉妹関係。＝婚姻または養子関係
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自治功労表彰 消防功労表彰 衛生保健功労表彰

教育功労表彰

自治会長として住民自治の立場
から地域の発展にご尽力いただ
きました。
＊籾山　一男  様（匹見町石谷）
…………………………………………………

多額の寄付をされ、市政の発展
にご尽力いただきました。
＊木村　勝男  様（大阪市北区）

消防団員として地域防災の推進
にご尽力いただきました。

＊大賀　　進  様（乙吉町）
＊永田　　知  様（赤城町）
＊熊谷　賢司  様（乙吉町）
＊桺井　秀雄  様（遠田町）
＊岸田　　智  様（金山町）
＊野村　　豊  様（下種町）
＊田𠩤　勝美  様（種村町）
＊青木　育登  様（山折町）
＊長野　正和  様（飯浦町）
＊野村　健二  様（美都町三谷）
＊篠岡　之雄  様（匹見町匹見）
＊坂原　邦生  様（匹見町紙祖）
＊村上　正文  様（匹見町澄川）

市の保健・医療・福祉の推進にご尽
力いただきました。

＊中村　文春  様（匹見町匹見）
＊斧山　純子  様（あけぼの西町）
＊大畑　　力  様（中島町）
＊三浦　孝博  様（乙吉町）
＊狩野　卓夫  様（津田町）
＊能美　　强  様（高津一丁目）
＊澄川　　学  様（東町）
＊神﨑　裕士  様（あけぼの東町）
…………………………………………………………

子どもから高齢者まで誰もがいきい
きと安心して暮らせる健康な地域づ
くりにご尽力いただきました。

＊種地区保健班 様
＊二川健康つくりを考える委員の会 様
＊美濃地区健康を守る会 様
＊西益田地区健康を守る会 様
＊安田地区健康と福祉をすすめる会 様
＊中西地区健康と福祉を考える会 様
＊豊川地区福祉と健康づくりの会 様

学校薬剤師として児童生徒の健
康管理・増進にご尽力いただき
ました。
＊大屋　尚夫  様（下種町）
＊ 野　紀男  様（元町）
＊林　　裕子  様（高津二丁目）
＊能美　　敦  様（高津五丁目）

平成平成平成272727年年年 市政功労者表彰市政功労者表彰市政功労者表彰
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（人） （％）

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

人口予測 ◆
人口
高齢化率
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　益田川と国道 191 号が横切り、益田川中流域の
平野部に位置する益田地区は、益田本郷と言われ
中世鎌倉時代から戦国時代まで益田氏の城下町
として栄えたところです。その本拠地「七尾城」

「三宅御土居」のほか、名勝雪舟庭園が２カ所も
ある歴史・文化遺産の多い地区です。
　地区の人口は 6,079 人で高齢化率は 30.6％

（平成 27 年 10 月末日現在）です。益田市におけ
る中核を担っていた時期もあった当地区ですが、
人口減少、少子高齢化の波は確実に押し寄せ、商
店街もかつての賑わいはなくなってきています。

　益田市が進める地域自治組織設立に向けて、平成 26 年 6 月に
「益田地区地域自治組織設立準備会」を立ち上げました。益田地
区振興センター運営委員会を母体にして各種団体から委員を募
り、24 名の体制でスタートしました。
　昨年度は自治会長を対象とした説明会の開催に続き、自治組織
先進地区の山口市大内地区、大殿地区の視察を行いました。先
進地区における組織づくりや運営方法などを学ぶとともに、益田
氏と大内氏という縁の深い地区同士ということもあり、「歴史を
活かしたまちづくり」という視点からも交流することができまし
た。

　今年度は広島県の「庄原自治振興区」を視察し、人口がほぼ同規模の自治組織の運営を学びたいと思います。また
地区の実態を把握するためのアンケート調査を計画し、準備を進めています。そのアンケートを集計し、結果を検証
する中で地区の課題等を整理し、「まちづくりプラン」に反映させていきたいと思います。
　七尾まつりを始めとした伝統ある行事を大切に引き継ぎ、地区住民のつながりを大切にしながら「歴史を活かした
まちづくり」「ふれあいのあるまちづくり」「安心・安全なまちづくり」を進めていきたいと考えています。

１．地区の現状

2．「益田地区地域自治組織設立準備会」について

3．これからの取組

づくりの取組紹介

『歴史を活かしたまちづくり』
　　　『ふれあいのあるまちづくり』
　　　　　　『安心・安全なまちづくり』

『歴史を活かしたまちづくり』
　　　『ふれあいのあるまちづくり』
　　　　　　『安心・安全なまちづくり』

益田地区
益田地区

益田地区地域自治組織設立準備会
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（人） （％）

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

人口予測 ◆
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　益田市の中心部から国道 9 号・488 号を経由
し、30㎞ほど山間に入った所に位置しています。
面積は 65㎢と広く、山林が約 97％を占めます。
人口は 305 人、高齢化率 64.6％（平成 27 年 10
月末日現在）と、益田市 20 地区の中で最も高齢
化の進んだ地区です。
　山林や清流といった魅力的な自然環境に恵ま
れ、また、過疎・高齢化の先進地であるがゆえに、
地区住民の辛抱強い生き方、古くからの暮らしに
根ざした知恵や文化の伝承、互いの強い関わり合
いなど、多くの場所で失われようとしているもの
が、この地区には未だに数多く残っています。

　平成 25 年 8 月「匹見下地区地域づくり協議会」を立ち上げまし
た。地区の広さや過疎・高齢化によって生じた、交通手段の確保・
生活物資の購入・鳥獣被害対策・生活環境の整備等、この地区の抱
える緊急の課題を明らかし、対処するためです。更に、この地区の
良いところは深化、発展させ、住民が豊かで楽しく、安心して暮ら
せる仕組みづくりに取組んでいます。
　平成 28 年 3 月の自治組織の設立に向け、34 名の協議会委員が、「地域づくり」、「福祉」、「くらし」の 3 部門に焦点
をしぼり、随時、協議を重ねています。

　これからどのように時代が変化しようとも、私たちは時代の流れに身をゆだねるのではなく、「過去を顧みる謙虚さ」、
「現実を見つめる確かさ」、そして「未来を見通す賢さ」を持って一歩一歩進んで行きます。
　基本的には、恵まれた自然を活かし、地区住民が一体となった繋がりに重点を置いた地域づくりを目指します。

１．地区の現状

2．匹見下地区地域づくり協議会

3．今後の取組

魅力ある地域

住む人と場所が魅力の地域づくり住む人と場所が魅力の地域づくり
匹見下地区

匹見下地区

総会の様子

地域自治組織に係る説明会（広瀬）の
様子

地域自治組織に係る説明会（澄川）の
様子

視察研修（波多コミュニティ協議会）
の様子
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平成28年 1月から、個人番号（マイナンバー）の利用が始まります。
当面は、次の手続きにおいて個人番号の記載が必要となります。
個人番号の記載された「通知カード」は大切に保管し、活用してください。

マイナンバー制度が

いよいよ

始まります
。

◦相続による納税義務の承継に関する手続き
◦退職所得の申告に関する手続き
◦特別徴収の納期の特例に関する手続き
◦寄附金税額控除に係る申告特例に関する手続き
◦法人市民税の更正請求に関する手続き
◦償却資産の申告に関する手続き

◦資格取得・喪失・変更の届出に関する手続き
◦住所地特例の届出に関する手続き
◦被保険者証の再交付申請に関する手続き
◦基準収入額による判定に関する手続き
◦特定疾病の交付に関する手続き
◦限度額適用認定の申請に関する手続き
◦高額療養費の支給申請に関する手続き
◦高額介護合算療養費の支給申請に関する手続き
◦第三者行為の被害の届出に関する手続き

税　務　〈税務課　☎ 31-0171〉

国　保　〈保険課　☎ 31-0212〉

◦ 資格取得・喪失・変更の届出に関する手続き
◦ 障害認定申請に関する手続き
◦ 被保険者証再交付申請に関する手続き
◦ 限度額適用・標準負担額認定の申請に関す

る手続き
◦ 特定疾病認定申請に関する手続き
◦ 基準収入額適用申請に関する手続き
◦ 高額療養費支給申請に関する手続き
◦ 高額介護合算療養費支給申請に関する手続き

◦ 介護保険の資格取得・変更・喪失等に関す
る手続き

◦要支援・要介護認定に関する手続き
◦介護保険料の賦課徴収に関する手続き
◦介護保険の給付に関する手続き
◦養護老人ホームの入所等に関する手続き

後期高齢　〈保険課　☎ 31-0215〉

介　護　〈高齢者福祉課　☎ 31-0682〉
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手
続
き
に
よ
っ
て
は
、
家
族
全

員
の
個
人
番
号
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0178
※お掛け間違いの無いようご注意ください。

◦身体障害者手帳交付等の申請に関する手続き
◦精神障害者保健福祉手帳交付等の申請に関する手続き
◦自立支援医療費 ( 育成・更生・精神通院 ) 支給認定申請に関する手続き
◦特別障害者手当・障害児福祉手当認定請求等に関する手続き
◦特別児童扶養手当認定請求等に関する手続き
◦障害福祉サービスの申請に関する手続き
◦障害児通所支援の申請に関する手続き
◦補装具費支給申請に関する手続き
◦生活保護の申請に関する手続き

障がい福祉・生活保護　〈生活福祉課　☎ 31-0241〉

　　個人番号カードの交付が始まります。
平成 27 年 10 月から交付申請を受付けている「個人番号カード」については、平成 28 年 1 月下旬頃から交付を開
始する予定としています。
国から市へ個人番号カードの送付があった方から、市より「交付通知書」を送付しますので、市役所へ来庁のうえ、
お受取りください。

　　個人番号カードの受取方法について
個人番号カードは本人または代理人が受取ることができます。
交付場所は、美都町に住所がある方は美都総合支所、匹見町の方は匹見総合支所、その他の方は市役所本庁となり
ます。受取場所の変更を希望する場合は下記の問い合わせ先までご連絡ください。
個人番号カードの受取りには下記の書類が必要となりますので、忘れずにご持参ください。

【本人の場合】
①市役所から送付した交付通知書
②カード申請者本人の通知カード
③カード申請者本人の住民基本台帳カード（お持ちの方）
④カード申請者本人の本人確認書類

【代理人の場合】
左記①～④の書類に加えて
⑤代理人の本人確認書類
⑥代理権を証明する書類
⑦本人が来庁できないことを証明する書類

◦児童手当の申請に関する手続き
◦児童扶養手当の申請に関する手続き
◦特定教育・保育施設等の入所に関する手続き
◦妊娠の届出に関する手続き
◦養育医療の給付に関する手続き

子育て支援・母子〈子育て支援課　☎ 31-0243〉

交付通知書と一緒に受取方法等を記載した案内文書を送付します。書類等に不足があると交付できませんので、
必ず案内文書をご覧ください。

問 市市民課  ☎ 31-0222　美都総合支所住民福祉課  ☎ 52-2312　匹見総合支所住民福祉課  ☎ 56-0300
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真剣な表情で本会議に臨みました

　益田東中学校 3 年生（85 名）が、市役所で模擬議
会を体験し、議案審議の流れを学びました。当日
は本会議と一般会計予算審査委員会を実際の議場・
会議室で開き、生徒の一部が議員と市執行部に分か
れ、シナリオに沿って審査・審議・討論し、起立に
よる採択までを体験しました。

　山陰道 「三隅・益田道路」の起工式が、地域の方々
や関係者約 110 名の出席のもと行われました。
　式典では、工事の安全を祈願するとともに、山陰
道早期完成への期待の声が多く上がりました。
　オープニングの喜楽組と道川小学校児童による匹
見太鼓の披露、鎌手小児童の皆さんの「つなげよう
山陰道！」の発声と万歳三唱で起工を祝いました。

　益田市出身のプロレスラー日高郁人さんが、母校
の益田東中学校で出前授業を行い、1 年生 66 人に

「夢を持ち、努力する大切さ」を伝えました。授業で
は日高さんがプロレスラーになるまでの体験を語っ
たほか、日頃実践しているスクワットや腕立て伏せ
を生徒と一緒に行い、爽やかな汗をかきました。

　高津川河川敷を会場に、「大雨洪水・土砂災害」を
想定した、島根県総合防災訓練を実施しました。
　当日は高津地区において、午前８時の訓練放送を
合図に避難訓練を開始しました。
　その後、高津川河川敷で、益田市消防団の指導に
よる土のう作りや、炊き出し訓練など、各関係機関・
団体の協力により、住民参加による各種訓練を行い
ました。また、土砂災害現場を想定した、消防・警
察・自衛隊による負傷者救出訓練も行いました。

誰もが真剣な表情で訓練に参加しました

会場全員の「つなげよう山陰道！」の発声と万歳三唱

腕立て伏せを熱心に指導！

11/8

市議会を体験しました

日高郁人さんが出前授業

「三隅・益田道路」起工式が行われました

島根県総合防災訓練を実施しました

11/25

11/10

11/21
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受講生募集！

　市では平成 18 年から、農業に関心を持つ市民の方を対象とした農業講座「ますだアグリ楽援」を開講し
ています。農業に関する講義や実践研修を通して、益田市農業の理解者を増やし、地域農業の活性化につな
げるとともに、「農業サポーター」として、農家のお手伝いをしていただくことを目的とした講座です。
　農業にちょっと興味のある方、農業をこれから始めたいと考えている方も大歓迎です。多くの方の参加を
お待ちしています！！

日　時：各コースの講座の初日に開校式を行います。 
場　所：新アグリセンター（遠田町 3575 番地３）

《 対　象 》
①益田市在住で満 65 歳以下の健康な方
② 講座終了後に「農業サポーター」として

活動できる方

《 研修期間 》
平成 28 年 3 月～ 10 月

《 研修場所 》
新アグリセンター（遠田町 3575 番地 3）

《 対　象 》
①益田市在住で満 65 歳以下の健康な方
② 講座終了後に「農業サポーター」として

活動できる方

《 研修期間 》
平成 28 年 3 月～ 10 月

《 研修場所 》
新アグリセンター（遠田町 3575 番地 3）

開校式

コースおよび講座概要

受講料（基本料金＋コース料金） 申込方法

各コース
定員 5 名

コース 講座の概要 曜日・時間 日　程

施設野菜
【全６回】

トマト・メロンの定植から収
穫までの栽培技術習得

火曜日
9:00 ～ 11:00

3/8、3/22、4/5、4/19、5/10、
7/5

ぶどう
【全 10 回】

ぶどうの主要管理から収穫・
出荷調製までの技術習得

木曜日
9:00 ～ 11:00

3/3、3/10、4/7、4/21、4/28、
5/19、6/16、6/30、8/4、8/25

柿
【全 9 回】

西条柿の主要管理技術の習得
木曜日

13:30 ～ 15:30
3/3、3/17、5/12、6/2、7/7、
9/8、10/6、10/13、10/20

※天候等により、日程・内容を変更する場合があります。
※各コース、講座の 7 割以上の出席者については、農業サポーター認定書を交付します。

　農業振興課およびJA各支店に設置している所定の
申込書に必要事項をご記入の上、農業振興課、美都・
匹見総合支所まで、郵送、持参または FAX にて申込
みください。

（申込書は市 HP からも入手できます）
　→ http://www.city.masuda.lg.jp※傷害保険料、苗代、諸材料費 等

（例） 施設野菜コース受講 … 8,000 円
 ３コース受講 …………12,000 円

基本料金 3,000 円

コ
ー
ス
料
金

施設野菜コース ＋ 5,000 円

ぶどうコース ＋ 2,000 円

柿コース ＋ 2,000 円

申込締切　1月 29日 ㈮

＊問い合わせ先＊　市農業振興課 農業担い手支援センター
　　　　　　　　　☎ 31-0312　 24-0452　 noshin@city.masuda.lg.jp
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41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
22

-2
37

0　
  2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99

1日
（
金・
祝
）

2日
（
土
）

3日
（
日
）

10
日（
日
）

11
日（
月・
祝
）

17
日 （
日
）

24
日（
日
）

31
日（
日
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
XFA
X

FA
X
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Ja
nu

ar
y

平
成
28
年

111
月
カ
レ
ン
ダ
ー

今
月

の
ス

ト
レ

ス
川

柳

～
H

26
年

度
　

健
康

ま
す

だ
市

21
推

進
協

議
会

　
心

の
健

康
部

会
　

ス
ト

レ
ス

川
柳

選
考

句
よ

り
～

「
は

れ
た

日
に

　
か

ぞ
く

で
あ

そ
ぶ

　
高

つ
川

」 
　

徳
田

  葵
  様

 
月
カ
レ
ン
ダ
ー

1

17
 

18
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23

24
 

25
 

26
 

27
 

28
 

29
 

30

3127
 

28
 

29
 

30
 

31
 

1 
2

3 
4 

5 
6 

7 
8 

9

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16東
大

和
・

大
蛇［

丸
茂

神
楽

社
中

］保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

天
神

・
大

蛇［
岡

見
神

遊
座（

三
隅

町
）］

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

鐘
馗

・
大

蛇［
三

谷
神

楽
社

中
］保

夜
神

楽
 1

9:
30

～
21

: 0
0

国
受

け・
鐘

馗［
石

見
神

楽
保

存
会

久
城

社
中

］

保
夜

神
楽

 1
9:

30
～

21
: 0

0

SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

SA
T
土土

◆ 今 月 は 市 県 民 税 （ 4 期 ） 、 国 民 健 康 保 険 税 （ 8 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。

※
発

着
時

間
等

は
お

断
り

な
し

に
変

更
さ

れ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

事
前

の
確

認
を

お
願

い
し

ま
す

。
※

混
み

合
い

ま
す

の
で

、お
早

め
に

空
港

に
お

越
し

く
だ

さ
い

。
　

定
時

出
発

に
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

問
 萩

・石
見

空
港

利
用

拡
大

促
進

協
議

会
事

務
局

  ☎
23

-0
99

0

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
い

い
こ

い
の

家
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

駅
前

ビ
ル

EA
G

A）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

歴
歴

史
民

俗
資

料
館

雪
雪

舟
の

郷
記

念
館

図
図

書
館

ひ
ひ

だ
ま

り
パ

ー
ク

み
と

日 （
金
）

20 1
月
の
献
血

（
金
）

8

※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い

★
ま
す
だ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

◎
ご
利
用
方
法

電
話

が
つ

な
が

り
ま

し
た

ら
、お

名
前

、
年

齢
を

告
げ

て
く

だ
さ

い
。

医
師

・
保

健
師

・
看

護
師

等
が

健
康

相
談

な
ど

に
応

じ
ま

す
。

い
つ

で
も

無
料

で
相

談
で

き
ま

す
。

（
24

時
間

年
中

無
休

）

★
健
康
相
談

※
1月
は
地
区
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

日 （
日
）

24 日

益
田

市
役

所

ゆ
め

タ
ウ

ン
益

田
主

催
：

益
田

あ
け

ぼ
の

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

常
盤

町

高
津

七
丁

目

9：
30

～
11

：3
0

13
：0

0～
16

：2
0

10
：0

0～
12

：0
0

13
：3

0～
16

：0
0

成
人
の
日

1
月
1
日
～
3
1
日
の
時
刻
表

東
京

萩
・
石
見

東
京

空
港
情
報

1
0

: 4
0

1
2

: 2
5

1
3

: 1
0

1
4

: 3
5

1
5

: 2
0

1
7

: 0
5

1
7

: 4
5

1
9

: 1
5

→ →
→ →

し
ま

ね
家

庭
の

日

年
齢

　
男

性：
１７

歳
～

６９
歳

　
女

性：
１８

歳
～

６９
歳

※
詳

し
い

内
容

に
つ

い
て

は
、問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

★
40

0m
L献

血
の

採
血

基
準

 島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

益
田

出
張

所
　

☎
23

-5
45

1
【

問
い

合
わ

せ
先

】

グ
グ

ラ
ント

ワ

元
日

★
大

道
山

初
日

遙
拝

登
山

★
成

人
式

官
庁
御
用
初
め

★
は

ぴ
こ

交
流

サ
ロ

ン
開

設
　（

益
田

会
場

）

※
休

日
応

急
診

療
所

は
、E

A
G

A
2階

 市
立

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

。
★
持
参
す
る
も
の

 ： 
保

険
証

、医
療

費
助

成
の

受
給

者
証

、使
っ

て
い

る
お

薬
が

分
か

る
も

の
、診

療
代

★
診

療
場

所
・

当
番

薬
局

は
直

前
に

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
　「

ま
す

だ
健

康
ダ

イ
ヤ

ル
24

」（
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

 0
12

0-
50

6-
10

3）
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
体

市
民

体
育

館
庭

庭
球

場
体

●
お

は
な

し
会

10
：3

0～
図

●
お

は
なし

会
●

子
ど

も
映

写
会

14
：0

0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
なし

会
●

子
ど

も
映

写
会

14
：0

0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
なし

会
●

子
ど

も
映

写
会

14
：0

0～ 15
：0

0～
図

図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

休
館

図
休

館
図

休
館

図

休
館

図

10
：3

0～
●
子

育
て

支
援

サ
ー

ク
ル

 と
ど

ら
  あ

ぐ
る

う
ぷ

の
日

子

ノ
ー

マ
イカ

ー
デ

ー

雪
歴

雪
歴

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

湯
休

館
湯

休
館

湯

休
館

雪
歴

湯

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

湯

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

湯

休
館

や
子

休
館

子

休
館

子
子

休
館

や
子

子
子

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競
大

井
競

馬
競

大
井

競
馬

競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

船
橋

競
馬

競
船

橋
競

馬
競

船
橋

競
馬

競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競
川

崎
競

馬
競

川
崎

競
馬

競

●
移

動
ナ

ー
ス

バ
ン

ク（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
益

田
） 1

3：
00

～
16

：0
0

（
要

予
約

 1
/2

1迄
 島

根
県

交
通

事
 故

相
談

所
 ☎

08
52

-2
2-

51
02

）
 ※

予
約

が
あ

る
場

合
に

開
設

●
交

通
事

故
相

談
役

9：
00

～
15

：0
0

●
手

話
に

よ
る

年
金

相
談（

浜
田

年
金

事
務

所
） 

13
：0

0～
16

：0
0

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

●
ひ

とり
親

家
庭

法
律

相
談（

い
わ

み
ー

る
） 1

3：
30

～
15

：3
0（

前
日

ま
で

に
要

予
約

 ☎
08

52
-3

2-
59

20
）

●
出

張
年

金
相

談
10

：0
0～

15
：0

0
市

　（
要

予
約

1/
12

～
 ☎

08
55

-2
2-

06
70

）

１
歳

6カ
月

児
健

診
保

●
心

配
ご

と
相

談（
東

仙
道

地
区

振
興

セ
ン

タ
ー

） 
10

：0
0～

12
：0

0

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

10
：0

0～
15

：0
0

●
老

人
母

子
相

談
総

人
●

石
見

法
律

相
談

セン
ター

無
料

相
談

10
：0

0～
15

：4
0

（
要

予
約

 ☎
08

55
-2

2-
45

14
）

13
：0

0～
17

：0
0

人
●
司

法
書

士・
行

政
書

士
無

料
法

律
相

談
　（

要
予

約
 ☎

01
20

-1
14

-2
34

）

●
移

動
経

営
相

談（
鎌

手
地

区
振

興
セ

ン
タ

ー
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

●
こ

こ
ろ

の
相

談（
益

田
保

健
所

）
13

：0
0～

15
：0

0  （
要

予
約

☎
31

-9
54

5）
 

２
歳

児
歯

科
健

診
保

●
月

例
杯

G・
G

大
会

ひ

●
ふ

れ
あ

い
G・

G
大

会
ひ

●
グ

リ
ー

ン
ひ

だ
まり

杯
G・

G大
会

ひ

市
総

13
：3

0～
15

：0
0

●
無

料
な

ん
で

も
女

性
相

談
  「

リン
グ・

ベ
ル

」
（

要
予

約
 1

/6
～

8 
10

：0
0～

17
：0

0
☎

31
-1

69
0石

西
ひ

ま
わ

り
基

金
法

律
事

務
所

）
当

日
受

付
可

●
心

配
ご

と
相

談
　

 9：
00

～
12

：0
0

市 市

3
歳

児
健

診
保

保
11

：0
0～

15
：0

0
●
ひ

とり
親

家
庭

巡
回

就
業

相
談

　（
前

日
ま

で
に

要
予

約
 ☎

31
-0

24
3）

13：
30

～
15：

00
●
定

例
経

営
相

談
商

　（
要

予
約

 ☎
22

-0
08

8）

●
心

配
ご

と
相

談（
匹

見
保

健
セン

ター
）

　
9：

00
～

11
：3

0
●
移

動
経

営
相

談（
小

野
地

区
振

興
セ

ン
タ

ー
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 

●
ふ

れ
あ

い
福

祉・
老

人
母

子
相

談
総

10
：0

0～
15

：0
0 総

●
無

料
法

律
相

談
13

：0
0～

15
：0

0（
要

予
約

☎
22

-7
25

6）
●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
人

10
：0

0～
15

：0
0

（
要

予
約

 ☎
31

-0
41

2）

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
   （

益
田

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

人
10

：0
0～

15
：0

0
（

要
予

約
 ☎

31
-0

41
2）

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

乳
児

健
診

保

★
受

診
の

際
は

必
ず

事
前

に
電

話
で

連
絡

を
し

て
く

だ
さ

い
 ！ （

受
診

の
予

約
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）

内
科

・
小

児
科

　
9：

00
～

12
：3

0

金
島

胃
腸

科
外

科
松

本
医

院
休

日
応

急
診

療
所

休
日

応
急

診
療

所
休

日
応

急
診

療
所

休
日

応
急

診
療

所
石

見
ク

リ
ニ

ッ
ク

休
日

応
急

診
療

所

高
津

オ
オ

バ
薬

局
調

剤
薬

局
タ

ギ
あ

お
い

薬
局

調
剤

薬
局

オ
オ

バ
㈲

大
谷

仁
成

堂
 乙

吉
店

野
村

大
盛

堂
薬

局
オ

ー
ル

薬
局

み
ず

ほ
薬

局

☎
31

-0
41

8
☎

25
-1

92
5

☎
31

-1
95

1
☎

23
-0

02
0

☎
24

-2
37

7
☎

24
-2

50
9

☎
22

-3
82

0
☎

31
-2

50
0

☎
22

-2
34

5　
  2

4-
18

02
☎

25
-2

61
1　

  2
5-

26
72

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
　

 3
1-

41
99

☎
22

-2
37

0　
  2

3-
23

71
☎

　
 3

1-
41

99

1日
（
金・
祝
）

2日
（
土
）

3日
（
日
）

10
日（
日
）

11
日（
月・
祝
）

17
日 （
日
）

24
日（
日
）

31
日（
日
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
XFA
X

FA
X
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information
くらしの情報

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　
　
　
　
　
（
林
退
共
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
で
は
、
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま

だ
受
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
羅
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に

対
し
、各
種
手
続（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

年
賀
状
な
ど
の

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

や
未
使
用
切
手
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
撤
去
支
援
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
3
枚
で
1
㎡
の
地
雷
原

を
ク
リ
ー
ン
に
で
き
ま
す
。

　

地
雷
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問   
㈶
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

〒
8
1
4
-0
0
0
2

福
岡
市
早
良
区
西
新
1
-7
-

10
-
7
0
2

☎
0
9
2
・
8
3
3
・
7
5
7
5

■ 

固
定
資
産（
土
地
・
建
物
）の
届

出
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
の
賦
課
基
準
日
は

毎
年
１
月
１
日
で
す
。
土
地
の
現

況
を
変
更
し
た
り
、
家
屋
の
増
改

築
・
用
途
の
変
更
・
取
り
壊
し
、
ま

た
、
未
登
記
家
屋
の
所
有
権
が
移

転
し
た
と
き
に
は
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
担
当
職
員
が
伺
い
、
調
査

し
ま
す
。

1
月
26
日
は

　
　

文
化
財
防
火
デ
ー

平成 28 年 
大道山（打歌山）初日遙拝登山

［と　　き］2016 年  元旦
［集合場所］中垣内平原公園
［集合時間］5:50　　6:00 出発 ( 雨天決行 )
★ 頂上では、豚汁・お餅・福引・飲み物を準備しています。

［問い合わせ先］中西公民館　☎ 28-0501

大道山

至 二条

中西
小学校

J A

川登

〒 至 高津
→

三門
BS

至 ファクトリーパーク 至ファクトリーパーク

中垣内出口BS（県道益田阿武線）

三谷

登山口

中垣内平原公園
Ｐ（駐車場） さーら打歌 雁丁池

中西保健福祉ｾﾝﾀｰ
中西公民館

市 

道
（
雁
丁
線
）

G S

至 戸田町
←

→

→

農
免
道

戸田柿本神社

419.6ｍ

R191号

←
中西分遣所

皆さんのお越しを
お待ちしています！

問   
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部

　

〒
1
7
0
-8
0
5
5

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
-₂₄

-１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

☎
0
3
・
6
7
3
1
・
2
8
8
7

0
3
・
6
7
3
1
・
2
8
9
0

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.rin

ta
ik

yo
.

ta
isyo

k
u
k
in

.g
o
.jp
　

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
法
隆
寺

金
堂
（
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木

造
建
築
物
）
が
火
災
で
焼
損
し
た

こ
と
を
契
機
に
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
が
定
め
ら
れ
、
市
で
も
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
文
化
財
の
防
火
運

動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
次
の
日
程
で
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
の
様
子
は

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

日 　

1
月
27
日
㈬　

9
：
30
〜

場 　

医
光
寺
（
染
羽
町
）

内�

容　

益
田
広
域
消
防
本
部
に
よ

る
放
水
・
消
火
訓
練

問  
市
文
化
財
課

　
　

☎
31
・
0
6
2
3

書
き
損
じ
は
が
き

　
　

回
収
プ
ロ
グ
ラ
ム

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

■ 

償
却
資
産
の
申
告

　

賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に
お

い
て
、
法
人
や
個
人
事
業
者
で
償

却
資
産
を
所
有
す
る
方
は
、
申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
2
月

1
日
㈪
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
申
告
書
の
様

式
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
・
法
人
番
号
）
の
記
載
欄
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
行
政
を
効
率
化
し
、
公
平
・
公

正
な
社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤

で
す
。
記
載
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■ 

納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
ら

　

法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記

（
相
続
登
記
）の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

12
月
末
日
ま
で
に
こ
の
手
続
き

が
完
了
す
る
と
翌
年
か
ら
登
記
名

義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
完
了

し
な
い
場
合
は
、
相
続
人
の
中
か

ら
「
納
税
通
知
書
等
書
類
を
受
領

し
て
い
た
だ
く
代
表
者
」
を
市
役

所
に
届
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　

設
置
補
助
事
業

　

個
人
住
宅
で
新
た
に
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
設
置

費
用
を
上
限
と
し
て
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
賃

貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
等
へ
の
設

置
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 　

市
下
水
道
課

　
　

☎
31
・
０
３
２
３

　
　

美
都
総
合
支
所
建
設
課

　
　

☎
52
・
２
３
１
５

　
　

匹
見
総
合
支
所
建
設
課

　
　

☎
56
・
０
３
０
４

延床面積 人槽区分
補助金額

益田・美都地域 匹見地域
150㎡以下 5 人槽 332,000 円 352,000 円

150㎡超 7 人槽 414,000 円 441,000 円

2 世帯住宅 10 人槽 548,000 円 588,000 円

※「２世帯住宅」とは、浴室（シャワールームを含む）
　 および台所が２つ以上ある住宅が対象となります。

【平成 27年度補助金額】

あともう少し！益田川

　益田川は環境基準の定められている県内河川で、最も水質が悪い状況が続いています。昨年度は BOD 5.1 mg/
L( 環境基準 5.0 mg/L ) でした。その原因の一つに「各家庭のし尿や生活排水が、きちんと処理されないまま川に
流されている」ことが考えられます。
　川の水質を改善するためには、川に流れ込む水の水質を良くする必要があります。その方法の一つに浄化槽を正
しく管理することが挙げられます。
　では、具体的に何をしたらよいのでしょうか？

① 不用となった油や薬品など浄化槽の機能を妨げる物を流さないこと。

② 浄化槽が良好な状態に保たれるよう「保守点検」と「清掃」を行うこと。
６月以下の懲役または
100 万円以下の罰金

③ 適正に管理されていることを確認するために「法定検査」を受検すること。 30 万円以下の過料

浄化槽を正しく機能させ、住みよい環境を守り、きれいな川や海を育みましょう。
詳しくは島根県ホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】 益田保健所　☎ 31-9554
 ホームページ

微生物などの力を借りて
し尿や生活排水を処理する小さな工場です。

島根県　浄化槽について 検 索で

～ 浄化槽を使って川の負担を減らすには？ ～

浄化槽とは？？

ご
協
力
を

お
ね
が
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 　

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　

☎
31
・
０
６
１
０

　
　

美
都
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
52
・
２
３
１
１

　
　

匹
見
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
56
・
０
３
０
０

　

市
で
は
、
平
成
27
年
11
月
に
国

の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

活
用
し
て
、
匹
見
町
の
匹
見
中
央

公
園
内
に
て
、
老
朽
化
し
た
建
物

の
保
護
塗
装
、
駐
車
場
の
改
修
整

備
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
交
付
金
を
活
用
し
、

様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問 　

市
人
口
拡
大
課

　
　

☎
31
・
0
1
2
1

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業

塗装後の匹見中央公園管理棟
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確
定
申
告
用
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
る
保
険
料

（
税
）納
付
済
証
明
書
を
送
付

し
ま
す

◎
送
付
予
定
日　

 

1
月
18
日
㈪

　

対
象
者
の
方
に
ハ
ガ
キ
で
郵
送

し
ま
す
。

　

平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
お

い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
は
こ
の
証
明
書
も

し
く
は
領
収
書
が
必
要
で
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

★
特
別
徴
収
の
納
税
義
務
者
の
方

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
源

泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
の

所
得
な
ど
に
応
じ
て
算
定
す
る
た

め
、
世
帯
全
員
の
所
得
申
告
が
必

要
で
す
。

★
保
険
税
の
減
額

　

保
険
税
額
を
算
定
す
る
際
に
、

法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
所
得
基

準
を
下
回
る
世
帯
は
、
保
険
税
を

軽
減
で
き
ま
す
。（
減
額
割
合
は
7

割
・
5
割
・
2
割
）

　

減
額
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
世

帯
主（
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・

非
加
入
を
問
い
ま
せ
ん
）
と
そ
の

世
帯
の
加
入
者
全
員
の
総
所
得
金

額
等
の
合
算
額
に
よ
り
判
断
し
ま

す
の
で
、
収
入
状
況
が
不
明
な
方

が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
所
得
の
把
握
が
で
き
ず
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た

募　

集

平
成
28
年
度

　

益
田
市
さ
ん
ら
い
ず

　

市
民
農
園　

新
規
募
集

第25回 くにびき学園西部校学園祭

問  くにびき学園西部校事務局　☎ 0855-24-9336

日  1 月 30 日㈯　9：30～15：00
場  いわみーる（浜田市野原町 1826-1）

〈内�容〉
・各専科学習活動発表　・園芸作品、陶芸作品即売会
・学園生趣味作品展示　・チャリティーバザー
・お茶席、喫茶コーナー
・学園生ステージ発表（午前中）　

放
送
大
学 

4
月
入
学
生

★
入
学
説
明
会
・
懇
談
会

日 　

1
月
16
日
㈯　

　
　

15
：
00
〜
16
：
30

場 　

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

1
0
3
研
修
室

住
宅
入
居
者

め
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失

業
保
険
な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み

の
方
や
収
入
が
な
か
っ
た
方
、
税

法
上
ご
家
族
の
扶
養
に
入
っ
て
い

な
い
方
な
ど
も
必
ず
所
得
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 　

市
保
険
課

　
　

☎
31
・
0
2
1
2

　
　

美
都
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

　
　

匹
見
総
合
支
所
住
民
福
祉
課 

　
　

☎
56
・
0
3
0
2

　

野
菜
や
花
等
の
栽
培
を
通
じ
て

美
し
い
自
然
と
触
れ
合
い
、収
穫

の
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

所
在
地　

津
田
町
9
4
0
-1

　
　
（
益
田
東
部
国
営
開
発
地
域
）

募
集
区
画
数　

若
干
数

区
画
面
積　

約
20
㎡

年
間
利
用
料

　

1
㎡
あ
た
り
2
0
0
円

貸
付
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
〜

　

平
成
29
年
3
月
31
日（
1
年
間
）

　
（ 

平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
5

年
間
の
継
続
利
用
が
可
能
）

対
象  

益
田
市
に
住
所
を
有
す
る
方

申
込
締
切　

2
月
10
日
㈬

申 　
農
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

問 　

市
農
業
振
興
課

　
　

☎
31
・
0
3
1
6

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度

第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

◦
第
1
回
募
集

　

2
月
29
日
㈪
ま
で

◦
第
2
回
募
集

　

3
月
1
日
㈫
〜
20
日
㈰
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
付
け
て
い
ま
す
。

申  �

問  

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
5
2
・
28
・
5
5
0
0

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
31
・
0
6
2
2

★
市
営
住
宅
入
居
者

①
高
津
一
丁
目
7
番
16
号

　
　
　
（
船
入
住
宅　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

②
須
子
町
60
番
2
号

　
　
　
（
須
子
住
宅　

3
Ｄ
Ｋ
）

空
き
戸
数　

①
② 

各
１
戸

建
設
年
度　

①
平
成
17
年
度　

　
　
　
　
　

②
平
成
10
年
度

月
々
の
費
用　

家
賃　

①
２
２
、7
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　

４
4
、7
０
０
円

　
　
　

②
２
２
、6
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　

４
4
、4
０
０
円

　
　
　
　
（
収
入
に
よ
り
異
な
る
）

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
浄
化
槽
管
理
費

◎
Ｔ
Ｖ
共
同
受
信
費
（
須
子
住
宅
）

◎
駐
車
場
使
用
料

入
居
可
能
予
定
日　

3
月
中
旬
予
定　

申
込
期
間　

1
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

　
　
　
　
　

※
17
時
必
着

（ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。
な
お
、抽
選
日
は
申
込
者
に

対
し
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

正
し
い
保
険
税
の
算
定
の
た
め

所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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information
くらしの情報

寄
付
金
・
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
美
都
中
学
校
へ

　

防
炎
遮
光
カ
ー
テ
ン
寄
贈

・
美
都
町　

匿
名　

様

◆
市
奨
学
金
に
対
し
て

・
益
田
市
印
刷
工
業
組
合　

様　

・（
一
社
）
茶
道
裏
千
家
淡
交
会

　

石
見
青
年
部　

様

「
あ
な
た
の
善
意
が
地
域
の
若
者

を
育
て
ま
す
！
」

※ 

金
額
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問   

市
教
育
総
務
課

　

  

☎
31
・
0
4
4
1

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

検
索

申
込
資
格

◎ 
現
在
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

◎ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
船
入
住
宅
は
単
身
入
居
可
能

で
す
が
、
単
身
申
込
の
た
め
の

資
格
が
あ
り
ま
す
。）

◎ 

入
居
手
続
完
了
後
す
み
や
か
に

入
居
で
き
る
方

◎
一
定
の
収
入
基
準
以
下
の
方

◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◎
暴
力
団
員
で
な
い
方

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

そ�

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証

人
（
１
名
）
が
必
要
で
す
。

申  �

問  

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
県
営
住
宅
入
居
者

　

空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

申
込
期
間
　

　

1
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮ 

必
着

※ 

戸
数
・
間
取
り
、募
集
団
地
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

抽
選　

2
月
下
旬　
　

入
居
予
定
日　

3
月
中
旬

申  �

問 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社  

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

★
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
入
居
者

所
在
地

　

横
田
町
1
3
8
0
番
地
１

　

ピ
ュ
ア
ハ
イ
ツ　

1
階　

戸
数　

2
Ｄ
Ｋ　

１
戸 

建
設
年
度　

平
成
18
年
度

月
々
の
費
用

　

家
賃
（
共
益
費
込
み
）

　

2
Ｄ
Ｋ 
… 

４
5
、5
０
０
円

◎
駐
車
場　

各
戸
２
台

　

※
料
金
（
１
台
）
2
、5
０
０
円

入
居
可
能
予
定
日

　

2
月
上
旬
予
定

申
込
期
間

　

1
月
5
日
㈫
〜
18
日
㈪

（ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、抽
選
日
は

申
込
者
に
対
し
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

申
込
資
格

◎ 

定
住
（
親
か
ら
の
独
立
等
）
の
た

め
の
住
居
を
求
め
て
い
る
こ
と

◎ 

入
居
手
続
完
了
後
す
み
や
か
に

入
居
で
き
る
方

◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

そ�

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証

人
（
２
名
）
が
必
要
で
す
。

申  �

問  

市
建
築
課

　

☎
31
・
0
3
8
2

　

石
見
地
域
で
働
き
た
い
人
と
人

材
を
求
め
て
い
る
企
業
の
出
会
い

の
場
と
し
て
合
同
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日 　
3
月
17
日
㈭

・
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

10
：
00
〜
12
：
00

・
合
同
企
業
説
明
会

　

13
：
00
〜
16
：
00

・
交
流
会　

17
：
00
〜
19
：
00

場 　

広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

（
広
島
市
中
区
基
町
4
番
1
号
）

対�

象��

2
0
1
7
年
3
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
お

よ
び
石
見
地
域
で
就
職
を
希
望

す
る
方

参�

加
企
業
「
益
田
鹿
足
雇
用
推
進

協
議
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問   
益
田
鹿
足
雇
用
推
進
協
議
会

　
　

☎
31
・
0
3
3
2

日 　

1
月
31
日
㈰

　
　

10
：
00
〜
15
：
00

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

い
わ
み
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

in
広
島

歯
科
衛
生
士

　

復
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

益
田
鹿
足
雇
用
推
進
協
議
会

検
索

で

場 　
島
根
県
歯
科
医
師
会
館

　
　
（
松
江
市
南
田
町
1
4
1
-9
）

対�

象　

現
在
、
休
職
中
で
復
職
を

め
ざ
す
歯
科
衛
生
士
の
方

内
容

  

〔
午 

前
〕 

講
義
・
座
談
会
（
参
加

者
の
意
見
交
換
）

  

〔
昼 

休
み
〕 

歯
科
医
院
ブ
ー
ス
・

相
談
コ
ー
ナ
ー

  

〔
午
後
〕 

実
習 

※
見
学
の
み
も
可

受
講
料　

無
料

定
員　

40
名
程
度

申�

込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
、

ま
た
は
左
記
に
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申 　

1
月
12
日
㈫
ま
で

申  �

問  

島
根
県
歯
科
医
師
会
事

務
局　

〒
6
9
0
-0
8
8
4

　

松
江
市
南
田
町
1
4
1
-9

　

☎
0
8
5
2
・
24
・
2
7
2
5

　

 

0
8
5
2
・
31
・
0
1
9
8 

info@
shim

ane-da.or.jp

　

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
無
料

で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
、
あ
な
た
の
素

敵
な
出
会
い
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
た
、サ
ロ
ン
へ
ご
相
談（
登

録
）
さ
れ
た
方
限
定
で
、
サ
ロ
ン

内
で
開
催
す
る
相
談
者
同
士
の
交

流
会
「
は
ぴ
こ
交
流
シ
ェ
ア
サ
ロ

ン
」
へ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

1
月
9
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
〜
12
：
00

　

・
夜
の
部　

19
：
00
〜
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　

多
目
的
室 

　
　
（
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
）

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ

会
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

事
前
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
・
催
し
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information
くらしの情報

　平成 22 年 10 月 17 日に立ち上げた「大峯破地区防災会」では、防災会員が中
心となり、地域住民の防災意識を盛り上げています。
　この度、更なる防災意識の向上を目指し、本事業を活用して非常用発電機やは
しご、消火器などの防災機材を新たに整備しました。
　今後、地域住民の力を結集した積極的な防災活動の展開が期待されます。

大峯破地区防災会に防災機材を整備

　島根県租税教育推進協議会連合会、島根県青色申告会連合会および一般社団法人島根県法人会連合会では、県内
の小学 6 年生（複式学級については 5 年生を含みます）を対象に「暮らしを支える身近な公共施設」などを題材に
した「税に関する絵はがき」を募集したところ、県内 161 校から 4,573 点の応募がありました。
　益田市からは 11 校から 251 点の応募があり、次のとおり 20 点が入賞しました。

に関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせに関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせに関する絵はがきコンクール　受賞者のお知らせ

審査員会特別賞
（県コンクール特別賞）

〈西益田小 6年〉寺戸 望未 さん

審査員会特別賞
（県コンクール特別賞）

〈東仙道小 5年〉廣兼 子竜 さん

賞 小学校・学年 氏　　名

益田地区租税教育推進協議会代表幹事賞 安田小 6 年 前田  葵衣  さん

益田税務署管内青色申告会連合会長賞 安田小 6 年 岡﨑  花音  さん

公益社団法人 益田法人会長賞 高津小 6 年 西村  瑛流  さん

益田税務署長賞 吉田小 6 年 野上よぞら さん

島根県西部県民センター所長賞 吉田小 6 年 福原  英太  さん

益田市長賞 安田小 6 年 井上ひかり さん

益田市教育長賞 高津小 6 年 有福  歩美  さん

津和野町教育長賞 高津小 6 年 藤井  真志  さん

吉賀町教育長賞 匹見小 6 年 森　  太樹  さん

益田税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞 吉田小 6 年 大庭  美月  さん

益田間税会長賞 吉田小 6 年 大崎  莉子  さん

中国税理士会益田支部長賞 益田小 6 年 木原  叶羽  さん

益田税務署管内青色申告会連合会特別賞

豊川小 6 年 坂本  空琉  さん

鎌手小 6 年 梅田  美凪  さん

桂平小 6 年 青木  竜斗  さん

公益社団法人 益田法人会特別賞

吉田小 6 年 椋木  弘斗  さん

益田小 6 年 豊田  悠希  さん

中西小 6 年 豊田  龍斗  さん

税

❖この事業は宝くじの助成で整備しました。

問   市危機管理課　☎ 31-0601
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益田市障がい者自立支援協議会が市長に提言を行いました

益田市障がい者自立支援協議会は、市長に障がい者施策に関する３点の提言を行いました。
（協議会は障がい者関係の団体、福祉機関、相談機関、行政機関等で構成しています。）

〈問い合わせ先〉　市生活福祉課　☎ 31-0251

＜提言概要＞
1. 障がい者の人権に深く関わる「障害者権利条約」「障害者差別解消法」の理解を深めるため、関係部署との

連携のもと啓発をより推進することが必要である。
2. 障がいをもつ方が災害時・緊急時に地域で安心して暮らせるように、適切な対応が受けられるように検討を

進め、具体的な「個別支援カード」を作成しているが、今後は、危機管理・防災担当部局との連携が必要で
ある。

3. 福祉保健関係部署では障がい児者に特に関わりの深い生活福祉課、健康増進課、子育て支援課（子育てあん
しん相談室）等への専門職、社会福祉士等の配置がとりわけ必要である。

＜回答概要＞

1. について
　障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律（いわゆる「障害者差別解消
法」）が平成 28 年 4 月 1 日に施行されることを踏まえ、障がいを理由とする差別等
の権利侵害行為の禁止（いわゆる「差別的取扱いの禁止」）、社会的障壁の除去を怠ることによる権利侵害の禁止（い
わゆる「合理的配慮の不提供の禁止」）が義務化されたこと等についての周知の必要性について理解しています。市
広報で広く周知を図るとともに、研修を実施し、障がいに対する理解を更に深めていくこととします。

2. について
　災害時に障がいのある方が実際に避難することを想定し、避難時に支援をされる方等を交えたカード作成について
は、障がいのある方ご本人に対し災害時の避難について意識啓発するきっかけとなっています。また、カード作成の
際、災害時のみならずご本人が支援を求めたい方との関係を構築していることなど、とても有意義な取組と理解して
います。今後は個別支援カードの作成の際、危機管理課で登録を推進している避難行動要支援者登録台帳との関係を
整理し、関係者の方々のご協力をいただきながら、障がいのある方の災害時の支援体制について充実を図っていくこ
ととしています。

3. について
　福祉保健関係部署における専門職の配置については、市としてもその必要性を認識しており、市の定める「人員適
正化計画」に沿い、財政状況等を総合的に勘案し、職員採用を実施することとしています。福祉保健関係部署におい
て更なる連携を図り、課題の解決を図っていくこととしています。

〔平成27年度　益田市障がい者自立支援協議会の取組〕

　☆障がい者雇用促進研修会 『ともに働くまちを目指して 2015』を開催しました。
　　 （11月 12日実施　障がい者雇用に関する事例紹介）〔参加者 126 名〕

　　　・雇用している企業から雇用の取組、障がい者の方の勤務時の様子が聞けて良かった。
　　　・障がい者の方の適性に向き合うための具体的な実践例、ヒントが良く伝わった。
　　　・視力障がい、発達障がいがあっても、十分に社会の戦力になっている事例を聞き大変勇気が出た。

参加者
の感想
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information
健康＆子育てだより

市立保健センター　（     23-7134）
　健康増進課 ☎31-0214
　子育て支援課 ☎31-0243
　地域医療対策室 ☎31-0213
美都総合支所 住民福祉課 ☎52-2312
匹見総合支所 住民福祉課 ☎56-0302
メールアドレス
　hoken-center@city.masuda.lg.jp

FAX

大
腸
が
ん
検
診
（
郵
送
法
）

　

ご
自
分
で
直
接
、容
器
を
検
査
機

関
に
送
付
す
る
方
法
で
す
。

◆
容
器
配
布
期
間

　

1
月
5
日
㈫
〜
2
月
5
日
㈮

◆
容
器
配
布
場
所

 

・
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

 

・
美
都
総
合
支
所

 

・
匹
見
総
合
支
所

◆
ポ
ス
ト
投
か
ん
期
間

　

1
月
7
日
㈭
〜
2
月
11
日
㈭
㈷

※ 

検
体
の
送
付
先
、方
法
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、容
器
配
布
時
に
説
明

し
ま
す
。

※ 

大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
利
用
は
今
回
が
最
後
で

す
。

︻
一
般
部
門
︼

　
あ
り
が
と
う
　
言
っ
て
笑
顔
の
　
花
咲
か
す

共
白
髪
　（
埼
玉
県
）

　
雨
の
日
の
　
窓
辺
の
蛙
が
　
聞
き
上
手

む
く
た
ん
　（
津
和
野
町
）

　
過
不
足
が
　
あ
っ
て
人
生
　
乙
な
も
の

　
ひ
な
た
猫
　（
滋
賀
県
）

　
悩
み
事
　
聞
い
て
、
話
し
て
　
み
な
で
分
け

７
８
男
　（
大
阪
府
）

　
そ
の
笑
顔
　
そ
の
や
さ
し
さ
に
　
救
わ
れ
る

竹
田
　
数
子
　（
益
田
市
）

︻
学
生
部
門
︼

　
お
母
さ
ん
に
　
話
す
と
気
持
ち
が
　
楽
に
な
る

　
領
家
　
美
羽
（
西
益
田
小
6
年
）

　
笑
顔
が
ね
　
心
の
雲
を
　
吹
き
と
ば
す

　
水
津
　
陽
（
西
益
田
小
6
年
）

　
つ
ら
い
時
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
す
ぐ
相
談

　
入
澤
　
誠
弥
（
匹
見
中
1
年
）

　
プ
ラ
ス
思
考
　
成
功
の
も
と
　
笑
顔
の
も
と

　
渡
辺
　
夏
林
（
匹
見
中
3
年
）

　
弟
の
　
笑
顔
で
吹
き
と
ぶ
　
い
や
な
こ
と

　
庄
司
　
綾
乃
（
益
田
中
3
年
）　

健康ますだ市 21推進協議会　心の健康部会

ストレス解消川柳に多数応募していただき、ありがとうございました。選考会の結果、下記の川柳が選ばれました。
今後ポスターを作成し、心の健康づくりの取組に活用させていただきます。

平成 27年度　ストレス解消川柳　選考句発表

　残り枠が少なくなってきています。
申込みいただいてもお受けできない場合

がありますので、ご了承ください。

あなたは、今年度のがん検診無料対象者ではありませんか？
（ホームページや健康カレンダーでご確認ください）

☆ 大腸がん検診、前立腺がん検診は、対象者全員にクーポン券を送
付しています！！

☆ 乳がん検診、子宮頸がん検診、ＨＰＶ検査については、申込みが
必要です。まだの方は健康増進課（☎ 31-0214）へご連絡を！

『 健康が　自慢のあなたも　がん検診 』
☆乳がん検診は、
　2 月 14 日㈰、3 月 12 日㈯… 医師会病院（午前中）
　3 月 13 日㈰ ……………… 市立市民学習センター（午前、午後）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のみとなっています。
　予約制ですのでクーポンをお持ちでも受けられないことがあります。

受けないなんて、もったいない！
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information
健康＆子育てだより

　　
地
産
地
消
を
制
す
る
者
は
、

　
健
康
を
も
制
す

　
　
〜
食
育
教
室
〜

自
分
磨
き
の
コ
ツ
を

　
　
　
　
　
教
え
ま
す
！

　

〜
食
と
美
容
で

　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜

日   
1
月
24
日
㈰

　

  

9
：
30
〜
13
：
00

場   
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

内�

容　

益
田
産
き
の
こ
を
使
っ
た

調
理
実
習

対
象
者　

ど
な
た
で
も

食
材
費　

3
0
0
円

持
参
す
る
物 

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

講
師
　
田
原
喜
世
子
栄
養
士

申
込
期
間　

１
月
13
日
㈬
ま
で

日　

2
月
6
日
㈯

　
　

9
：
30
〜
13
：
00

場   
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

内�

容　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
と
簡
単
ヘ
ル

シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

対
象
者　

30
代
〜
50
代
の
男
女

食
材
費　

3
0
0
円

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

健
康
ま
す
だ
市
21
推
進
協
議
会

（
食
生
活
部
会
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

益田赤十字病院からのご案内

新病院の出入口・駐車場について
しばらくの間ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。
なお、駐車台数に限りがございますので、できるだけ公共交通機関のご利用をお願いします。

　新病院開院後も、旧病院の解体工事および駐車場整備
工事が完了する平成 28 年 10 月までの間は、新病院の
正面玄関は利用できません。東側出入口をご利用いただ
きますようお願いします。

　駐車場は、上図のとおり 2 カ所用意しています。病院
敷地内に駐車スペースはありません。救急車両の出入り
に支障がないよう、送迎の車はなるべく速やかに駐車場
に移動していただきますようお願いします。

　とんど焼きでは、お正月に飾ったしめ飾りや門松などを燃やし、その火で
焼いたお餅を食べると一年間健康に過ごす事ができるとされています。

　子育て支援センターでは“子どもたちの健やかな育ち”を願い、毎年 1 月
15 日頃にとんど焼きを開催しています。

日　1 月 14 日㈭　10：00 ～
場　市立子育て支援センター　園庭

～伝承行事～『とんど焼き』

お餅とお飾りを持って
来てね～！

地域の方の参加も
お待ちしています！

講
師
　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

内
田
笑
子
氏
、
市
栄
養
士

申
込
期
間　

１
月
29
日
㈮
ま
で

〈
①
、
②
と
も
〉

問  
申  
事
務
局　

市
健
康
増
進
課

　
　
　

☎
31
・
０
２
１
４　
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～新成人の皆さんへ～　20 歳になったら国民年金
国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組み
です。また、国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の方は加入することが義務付けられています。
20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
※20歳前に就職して厚生年金や共済組合に加入中の方は手続き不要です。また、厚生年金や共済組合に加入中の
　配偶者に扶養されている方は配偶者の勤務先にご確認ください。

※ 年金相談には、ご夫婦双方の年金手帳、年金証書、履歴書、印鑑などをご持参ください。代理の方の場合には、委任状と、代理の方の本人確認ができ
る身分証明書（運転免許証等）、本人の認印（請求書を提出する場合）が必要です。

相 談 日  1月28日㈭   毎月 第 4 木曜日
相談場所 浜田年金事務所
相談時間 13:00 ～ 16:00

《 浜田年金事務所　手話による年金相談 》
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大
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恒
代
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《 浜田年金事務所　出張年金相談 》
相 談 日  1月26日㈫　   
相談場所 市立市民学習センター 102 研修室
相談時間 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
※要予約 1 月 12 日㈫から受付
※ なお、定員に達した時点で受付は終了します。
予約の際は、お手元に基礎年金番号の分かるものをご用意ください。

※�

親
族
の
方
の
承
諾
を
得
た
も
の
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Q．国民年金の手続きは、いつ、どこでするの？
A．誕生日が近づくと年金機構より届書が郵送されてきま

す。必要事項をご記入のうえ、20 歳になったら住民票
の住所地の国民年金担当窓口へご提出ください。

Q．毎月の保険料はいくら？
A．月額 15,590 円（平成 27 年度）です。保険料を早めに納める

ことにより保険料が割引になる前納制度もあります。

Q．毎月 15,590 円は払えない。どうすればいいの？
A．国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合には、申請

により保険料の納付が猶予または免除される制度があります。
【学生納付特例制度】学生の方が対象です。申請には学生証のコピー

または在学証明書、印鑑が必要です。
【若年者納付猶予】学生でない 30 歳未満の方で、本人および配偶

者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶
予されます。

Q．どんなときに年金が受取れるの？
A．国民年金には、年をとったときに受取れる【老齢年金】

のほか、病気や事故で障害が残ったときに【障害年金】
が受取れます。また【遺族年金】は、加入者が死亡した
場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子
のある配偶者」や「子」）が受取れます。※手続きをし
ないと上記の年金を受取れなくなる場合があります。

※予約不要
当日先着順

広告

〔年金相談の予約・問い合わせ先〕
浜田年金事務所 ☎ 0855-22-0670　
 0855-22-0442
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※教室への申込みは事前に電話または FAX でお願いします。
※平日でも対応できる教室もあります。出前教室に対応できる教室もあ

りますのでお気軽に問い合わせください。
※リサイクルプラザでは、施設見学者を募集しています。自治会、サー

クル等の団体や個人でも受付可能です。１時間程度で、ごみの分別作
業や埋立処理場を見学できます。各地域や家庭でのごみの分別推進に
役立ちますので、電話または FAX で申込みください。

【問い合わせ先】
　市リサイクルプラザ啓発棟（休館日 : 火曜日） 下波田町 490　☎ 26-7474　 26-7475
　 plaza-kei@maro-v.jp　ホームページ　http://www.m-sougou.net/plaz-kei/index.htm

1 月の体験教室
9日 ㈯ がま口作り 13:00 ～ 15:00

10日 ㈰ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

13日 ㈬ 紙すき 13:00 ～ 14:30

16日 ㈯ キャンドル作り
パッチワーク

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

17日 ㈰ 季節のドアプレート
傘布マイバッグ作り

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

23日 ㈯ 衣類のリフォーム相談 13:00 ～ 16:00

24日 ㈰ ガラスのアクセサリー作り
サンドブラスト

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

27日 ㈬ ペットボトルホルダー作り 13:00 ～ 16:00

30日 ㈯ 新聞エコバッグ作り
咲き織り

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

31日 ㈰ 廃食油石けん作り 13:00 ～ 14:30

151号

平成27年度 上半期ベストリーダー
（益田館・美都館・匹見館 ３館合計）

順位 タイトル 著　者

1 かいけつゾロリシリーズ 原 ゆたか

1 Dr. スランプシリーズ 烏山 明

1 かわいいこねこをもらってください なりゆき わかこ

1 あしたあさってしあさって もりやま みやこ

5 アリクイにおまかせ 竹下 文子

6 エリザベス・ブラックウェル 東 園子

7 サザエさんシリーズ 長谷川 町子

7 とっておきの詩 村上 しいこ

7 鹿の王　上・下 上橋 菜穂子

10 なぞなぞの王様 野中 三重子

順位 タイトル 著　者

1 はらぺこあおむし エリック・カール

2 ねないこだれだ せな けいこ

2 おおかみと七ひきのこやぎ グリム

4 ノンタンシリーズ キヨノ サチコ

4 サンドイッチサンドイッチ 小西 英子

4 さつまのおいも 中川 ひろたか

7 ものすごくおおきなプリンのうえで 二宮 由紀子

7 まるまるころころ 得田 之久

7 あっぷっぷ 中川 ひろたか

7 からすのパンやさん 加古 里子

〔 絵本部門 〕 〔 児童書部門 〕

リユース品大放出！

　衣装ケース、キズ有り家具など約 30 点を無料で提
供します。これらは先着順となっていますので、希望
者はお早めにお越しください。
　また、17 日は第 3 日曜日ですので工場棟へのごみ
の搬入も受付けていますのでご利用ください。

日 時：1 月 17 日 ㈰　午前 9 時より

図書館からの
お願いです！

問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22 -4222　ホームページ： http://www.library-masuda.jp

★ 大きな声での会話や携帯電話での通話は慎んでください。館内に声が響いて他の利用者の
迷惑になります。また、携帯電話はマナーモードに設定していただくようお願いします。

★ 図書館の中で食べたり飲んだりはできません。飴やガムもご遠慮ください。本や椅子など
が汚れる恐れがあります。

利用マナーを守りましょう！
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広 告 の ペ ー ジ
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広 告 の ペ ー ジ
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◆	島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884

【島根県芸術文化センター「グラントワ」】

施 設 情 報

小学生～高校生で構成す

る同オーケストラと合唱

団は、大人にもひけをと

らないハイレベルな演奏

で、地元でのコンサート

は毎回大入り、大好評。

益田市内の児童生徒たち

との合同演奏も行います。
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【雪舟の郷記念館・歴史民俗資料館】

勝
海
舟
「
書
：
決
志
地
跼
」

植
中
直
斎
「
目
出
鯛
図
」

蒔
絵
鉛
筆
立
て(

自
作)

天
狗
の
面

近
代
日
本
コ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(
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田
能
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「
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流
」

毎年好評の「わが家の宝もの展」。今
年雪舟の郷記念館では医学博士秦佐
八郎の生家・山根家の宝ものを展示
しています。田能村竹田の水墨画や
勝海舟の書など見応
えのある逸品が揃っ
ています。ご家族お
そろいでお楽しみく
ださい。

■ 日　時 開催中～ 1月31日㈰�
� 9：00～17：00�（受付は16：30まで）
■ 会　場 歴史民俗資料館
■ 入館料 一般�200円（160円）、高校生以下無料
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日、年末年始（～1月3日）

共同企画展「わが家の宝もの展」好評開催中！！
－歴史民俗資料館・雪舟の郷記念館－

市民参加型の展示会「わが家の宝もの展」では、市民の皆
さんが日頃から大切にしている宝物を一堂に展示して、市
内外の多くのお客様にお楽しみいただいています。今年は、
近代日本コインコレクション、室町時代の槍、明治時代の
地図、大蛇と鍾馗、特大ぬいぐるみ、蒔絵小箱、パッチワ
ーク作品など、年代も種類も様々な宝物が集まりました。
子どもから大人まで楽しめる展示会となっていますので、
この機会にぜひ一度ご覧ください。

わ
が
家
の
宝
物
展
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◆	歴史民俗資料館　本町 6-8　☎  23-2635 ◆	雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

■ 日　時 開催中～ 1月31日㈰
� 9：00～17：00�（受付は16：30まで）
■ 会　場 雪舟の郷記念館
■ 入館料 一般�300円（240円）、小中高 100円（80円）�
　　　　　※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日、年末年始（～1月3日）

報　告イベント

平成27年11月13日㈮雪舟旬遊イベントⅫを開催しました。
八景園のライトアップやインテルメッツォによるコンサート
がありました。あいにくの雨でしたが、多くの方々にお越し
いただき、雪舟の郷元気づけ隊によるぜんざいも好評でした。
館内では、八景園のもみじに落ちた雨粒がライトで光り、し
っとりとした音楽演奏にぴったりと合い、素敵な時間を過ご
すことができました。

新年にちなんで、自分だけの羽子板を作って、羽根つきをし
て遊びませんか。羽子板に自由に絵を描いた後、羽根つき大
会で盛り上がりましょう。子どもから大人まで、老若男女ど
なたでもご参加いただけます。参加ご希望の方は、歴史民俗
資料館 ( ☎ 23-2635) まで申込みください。

第１部：羽子板に絵を描こう
第２部：羽つき大会　　　　　　　　

★雪舟旬遊イベントⅫを行いました★羽子板を作って遊ぼう！

■ 日　時 1月17日㈰　9：30～12：00
■ 会　場 益田公民館
■ 料　金  一人 250円（材料費込み）
■ 募集人数  20 名
■ 申込期限  1 月 15日㈮

羽子板に絵を
描いて、一緒に羽根

つきをしよう！

　　　　　　　《歴史民俗資料館＆雪舟の郷記念館 両館共通》　◆ 年末年始休館：1/3 まで ◆
　　　　　　　※この企画展は、歴史民俗資料館と雪舟の郷記念館との間で相互割引があります。
　　　　　 一方の半券をご持参いただくと、もう一方の施設へ団体割引料金でご入館いただけます。



投稿大募集!
3月号

申込み期限は
1月4日（月）～20日（水）

です！
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今
月
号
の
表
紙
は
、
平
成
28
年

が
＂
め
で
た
い
＂
1
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と
な
る
よ

う
石
見
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楽
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須
﹂
を
選
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し
た
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地
域
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よ
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子
ど
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た
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平
成
28
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ブ
ラ
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リ
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デ
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ネ
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ロ
で
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
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ン
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ッ
ク
が

開
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さ
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ま
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な
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ま
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が
、
テ
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前
で
し
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か
り
応
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と
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い
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す
。

　

最
後
に
⋮
、今
年
も﹁
広
報
ま
す

だ
﹂
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
が
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
な
情
報
を
た
く

さ
ん
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

︵
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市の人口（11 月未現在）

世帯　21,545 世帯 （△ 5）
人口　48,677 人  （△ 34）
男性　22,904 人  （△ 12）
女性　25,773 人  （△ 22）
出生　18 人 死亡　62 人
転入　93 人 転出　84 人
※（　）内は前月比
※住民基本台帳より

編
集
後
記

1歳

1歳

1歳

1歳

1歳

3歳

1歳

岩田 夢
ゆ め な

菜ちゃん

吉崎 泰
たいせい

生くん

脇浦 篤
あ つ き

樹くん

佐伯 栞
し お り

莉ちゃん

渡邊 雪
ゆ き か

華ちゃん

小野 一
い ぶ き

颯くん

渡邉 樹
いつき

くん

大島 煌
こ う し

史くん

1 歳おめでとう !! いつも
笑顔の夢ちゃん、これか
らも笑顔でいてね♥
投稿者：父・母

いつもニコニコたいせ
い♥これからも元気に
大きくなあれ！
投稿者：父・母

篤樹くんがいてくれて毎
日幸せです。元気にすく
すく大きくなってね！
投稿者：父さん・母さん

ぷくぷくほっぺがかわい
いしおり。お姉ちゃんと
仲良く元気に育ってね。
投稿者：父・母

ゆきがいるだけでみんな
笑顔になるよ。生まれて
きてくれてありがとう。
投稿者：とうちゃん＆かあちゃん

みんなが大好き！投げ
キッスで大好きを伝えて
きてくれます。
投稿者：父・母

誕生日おめでとう！最高
の笑顔をこれからもたく
さんみせてネ☆
投稿者：父・母

煌ちゃんのお陰で皆 HA
PPY ♥笑顔を忘れずすく
すく育ってね！
投稿者：父・母

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課		☎ 31-0112		FAX 23-2456
	 	hisyo@city.masuda.lg.jp　　　※

音
訳
・
点
訳
の
広
報
も
あ
り
ま
す

長谷川 輝
ひかる

くん

これからもニコニコのえ
がおで。6 さいのおたん
じょうびおめでとう♪
投稿者：おとうさん・おかあさん

6歳

3歳

投稿大募集！

★ 3 月生まれのますだん ★ますだんの輪（クラブ・サークル紹介）

★ますだん掲示板（募集やイベント情報）
★ますだ珍百景（人物以外のおもしろ写真やイラストなど）

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課　☎ 31-0112
　　　　　　　　　　　 hisyo@city.masuda.lg.jp

「プラサ DE ますだん」へあなたも投稿しませんか？

3 月号への掲載申込み期限は

1月4日㈪～20日㈬ です！

今年も「広報ますだ」をご愛読いただき
ますようお願い申し上げます。

広報担当職員一同


